
資料 ５－４

建設時の施工体制 特記仕様書 材料承諾関係建設時の施工体制、特記仕様書、材料承諾関係

【目的】
ぼあと施工アンカーの品質に影響を及ぼす，建設当時の施工条件等を調査したもの

平成２５年３月２７日(水)

中 本高速道路株式会社中日本高速道路株式会社



◆ 受注者

１．笹子トンネルにおける天井板構造の設計の実施体制

◆ 受注者

施工区分 調査等件名 受注者名

上り線 ①中央自動車道 大月～勝沼間トンネル諸設備詳細設計 S47年 ・(株)パシフィックコンサルタンツ上り線 ①中央自動車道 大月 勝沼間トンネル諸設備詳細設計 S47年 (株) シフィック ンサルタンツ

下り線 ①中央自動車道 大月～勝沼間トンネル諸設備詳細設計 S47年 ・(株)パシフィックコンサルタンツ

上り線 ②中央自動車道 笹子トンネルS断面天井版変更詳細設計 S51年7月 ・(株)パシフィックコンサルタンツ

下り線 ②中央自動車道 笹子トンネルS断面天井版変更詳細設計 S51年7月 ・(株)パシフィックコンサルタンツ

*  ②の業務はＳ断面の変更詳細設計であるが、設計報告書としては全断面分の記述がある。（Ｌ断面を含む）

→ 応力照査等の実施は確認できないが、設計資料として①②併せての設計成果と考える必要がある。

下り線 ②中央自動車道 笹子トンネルS断面天井版変更詳細設計 S51年7月 ・(株)パシフィックコンサルタンツ

◆ 設計監督部署（日本道路公団）

調査等件名 部署名（局） 部署名

① 高速道路東京建設局 －

② 東京第二建設局 笹子トンネル工事事務所

◆ 施工管理員

東京第二建設局 笹子トンネル工事事務所 笹子工事区 (株)パシフィックコンサルタンツ （S47 3～）東京第二建設局 笹子トンネル工事事務所 笹子工事区 (株)パシフィックコンサルタンツ （S47.3～）
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工事名） 笹子トンネル東内装天井板工事 S51.8～S52.9

２．建設時の施工体制

① 受注者： 大成建設㈱・㈱大林組共同企業体

施工区分 元請 一次下請け

上り線 大成建設㈱ 建設ファスナー㈱ （現 ㈱ケー・エフ・シー）

下り線 ㈱大林組 ㈱マンテン （現存しない。）

② 使用材料（材料承諾願より）

材料名 形状寸法 製造メーカー

ケミカルアンカー レジンカプセル R‐16 日本デコラックス㈱

アンカーボルト φ16 新日本製鉄㈱
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３．建設時の材料諸元
部 位 材 料 諸 元 備 考

降伏強度
245

N/mm2 SS41B‐D （SS400相当）、設計報告書に記載

付着強度
8 

/ 2
樹脂と覆工コンクリートの付着力を80kg/cm2と設計報告書に

記載あり 出典は材料パ から 強度 読取り値

アンカーボルト
（Ｍ16）

付着強度 N/mm2 記載あり、出典は材料パンフレットから３日強度の読取り値。

アンカーボルト径 16 mm 設計報告書に記載
材料承諾願 （ φ16  新日本製鉄(株) ）

JIS B 0205 1973 （ 1973年 Ｓ48 ）

Ｍ１６の内径D
13.835 
mm

JIS B 0205 – 1973  （ 1973年 = Ｓ48 ）
1974年に当該ＪＩＳは改定が為されたが、内径は変わらない。

（当時から現在に至るまで、ねじの規格は同じ）

アンカーボルト長さ 230 mm 完成図、設計報告書に記載のボルトの長さ ： 230 mm
引抜き試験で確認されたボルトの長さ 200アンカ ボルト長さ 引抜き試験で確認されたボルトの長さ ： 200 mm

削孔長

当時の知見として、

日本デコラックス(株)の材料パンフレットには以下の記載がある。
穿孔深さ ： 110ｍｍ 以上
穿孔 コンクリートの場合の最適深さ ： 130 mm

見 、
「孔の深さ」や「定着長」に

関する基準が存在しない。
－定着長 設計報告書におけるアンカー定着長は、130mm

埋込み長
特記仕様書に、「ｱﾝｶｰの埋込み深さは内径の11倍以上」と記載
Ｍ16 内径Ｄ（13.835mm） × １１ ＝152.19 mm

(内径の値は JIS B 0205‐1973より)(内径の値は、JIS B 0205 1973より)

ケミカルアンカー レジンカプセル Ｒ‐16 －
材料承諾書に記載の日本デコラックス(株)の材料パンフレットより
16.5*110 ｍｍ

削孔径 ボルト使用の場合
材料承諾書に記載の日本デコラックス(株)の材料パンフレットより

削孔径 ボルト使用の場合 －
材料承諾書に記載の日本デ ラックス(株)の材料 ンフレットより
穿孔：ボルト使用の場合の径19 mm

施工管理試験 引抜き耐力確認 3,900 ｋｇｆ 特記仕様書に、平均強度3900ｋｇｆにて確認と記述
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３．削孔長・定着長・埋込み長の一般的な定義
※下図は長さの定義を示したものであり
寸法の大小を意味するものではない

現在使われている現在使われている
レジンカプセル

覆 ク覆工コンクリート

上部CT鋼

ワッシャー

M16ボルト

ナット

【施工イメージ】
ハンマードリル等にボルトを付け
て回転・衝撃をさせて打ち込む

諸 元 名 定 義諸 元 名 定 義

① 削孔長 覆工コンクリートにハンマードリル等を使用し削孔した長さ

② 定着長 接着剤がアンカーに付着し、覆工コンクリートとアンカーボルトを接着している長さ

③ 埋込み長 アンカ ボルトを覆工コンクリ トに挿入した長さ
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③ 埋込み長 アンカーボルトを覆工コンクリートに挿入した長さ

※ 笹子トンネル建設当時の資料では、上記のような識別を行っていたかは明らかでない



笹子トンネル東内装天井板工事 特記仕様書 S51.7

４．建設時の特記仕様書

なお、天井板吊金具のアンカーの埋込み深さは

内径の１１倍以上とする。

5



４．建設時の特記仕様書

（2）樹脂アンカーの試験は、トンネル100ｍにつき３本を

それぞれアンカーを設置した付近に別に設置し、引抜き

試験を監督員立会のもとに実施し 結果を報告するもの試験を監督員立会のもとに実施し、結果を報告するもの

とする。

（3）前項の引き抜き試験の平均強度は、下記の通りとする。

樹脂アンカー φ１６ｍｍ ３９００ｋｇ以上

φ１２ｍｍ ２４００ｋｇ 〃
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上述の通り、引抜きアンカー試験の実施を規定している。



５．建設時の材料承認願

笹子トンネル東内装天井板工事

工事材料承認願 S51.10.20 承認

ケミカルアンカ レジンカプセルＲ １６ 日本デコラックス㈱ケミカルアンカー レジンカプセルＲ‐１６ 日本デコラックス㈱

アンカーボルト Φ１６ 新日本製鉄㈱
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ケミカルアンカー Φ１６×２３０mm

６．笹子トンネル上り線図面【Ｌ断面】

アンカーボルト全長 ２３０ mm

埋込み長 １３０ mm

部 位 材 料 諸 元 備 考

アンカーボルト
（M16）

M１６の内径
13.835 

JIS B 0205 – 1973 
1974年に当該ＪＩＳは改定が為さ

れたが、内径は変わらない。（当
（M16）

内径
mm れたが、内径は変わらない。（当

時から現在に至るまで、ねじの規
格は同じ）

当時の知見として、

「孔の深さ」や「定着 152 19

特記仕様書に、「ｱﾝｶｰの埋込み
深さは内径の11倍以上」と記載

埋込み長
「孔の深さ」や「定着
長」に関する基準が存
在しない。

152.19
mm Ｍ16 内径Ｄ（13.835ｍｍ） × １１

＝152.19 ｍｍ
(内径の値は、JIS B 0205‐1973より)

◆上述の通り、アンカーボルトの埋込み長に関して、発注図書は以下のとおり◆上述の通り、アンカ ボルトの埋込み長に関して、発注図書は以下のとおり

となっている。

・特記仕様書の記述では、「内径の11倍以上」 (152.19mm)と記載している。

・完成図では 130mmとの旗揚げがあり相違が見られる。完成図では、130mmとの旗揚げがあり相違が見られる。

・メーカーパンフレットによる最適深さは、130mmとなっている。

※ 完成図は230mmとあるが、現地引抜抵抗力試験結果（資料５ １）では

8

※ 完成図は230mmとあるが、現地引抜抵抗力試験結果（資料５．１）では

すべて200mmであった。



７．笹子トンネル上り線図面【Ｍ・Ｓ断面】

ケミカルアンカー Φ１２×２００mm

アンカーボルト全長 ２００ mm

埋込み長 １００ mm

部 位 材 料 諸 元 備 考

アンカーボルト
（M12）

M１２の内径
10.106 
mm

JIS B 0205 – 1973 
1974年に当該ＪＩＳは改定が為さ

れたが、内径は変わらない。（当
時から現在に至るまで、ねじの規
格は同じ）格は同じ）

埋込み長

当時の知見として、

「孔の深さ」や「定着
長」に関する基準が存
在しない

111.17
mm

特記仕様書に、「ｱﾝｶｰの埋込み
深さは内径の11倍以上」と記載
Ｍ12内径Ｄ（10.106ｍｍ） × １１

＝111.17 ｍｍ
在しない。 (内径の値は、JIS B 0205‐1973より)

◆Ｍ・Ｓ断面は、設計計算書および完成図ではＭ12×200と記載があるが、

Ｍ Ｓ断面区間において 現地引抜き抵抗力試験で確認されたボルトはＭ・Ｓ断面区間において、現地引抜き抵抗力試験で確認されたボルトは

Ｍ16×200であった。
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８．Ｍ１６ねじ規格

10出典(財)日本規格協会 (1974.4) JISハンドブック ねじ 1974 P59



９．Ｓ４９ケミカルアンカー

11
※ 材料承諾願に添付された、メーカーのパンフレット



Ｓ49ケミカルアンカー

12
※ 材料承諾願に添付された、メーカーのパンフレット



10．Ｈ２２ケミカルアンカー ※ （社）日本建築あと施工アンカー協会の認証製品に記載のメーカーの諸元
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建設当時の管理方法
現在の管理方法

11．アンカーボルトの施工管理（建設当時，現行基準類）

対象部材 項 目
工事名）笹子ＴＮ東

内装天井板工事

備 考構造物施工管理要領（Ｎ
ＥＸＣＯ）
あと施工アンカー

あと施工アンカー施工指
針（案）・同解説
（社）日本建築あと施工ア
ンカー協会

穿孔長 ・材料承諾願に添付の日本デコラッ 日常管理試験※１で 穿孔長について全数を ケミカルアンカ穿孔長，
穿孔径

材料承諾願に添付の日本デコラッ
クス(株)の材料パンフレット には以
下の記載がある。
穿孔深さ：110ｍｍ以上
ｺﾝｸﾘｰﾄの場合の最適深さ 130ｍｍ

日常管理試験 で
全数確認

穿孔長について全数を
確認する

ケミカルアンカー
カタログ H22
（日本ﾃﾞｺﾗｯｸｽ株)）穿
孔深さ130ｍｍ
許容値

0 ＋3 (R 16)

アンカー
ボルト長

日常管理試験で１００本に
１回超音波探傷器による長
さ試験

アンカー埋込み深さの
マーキングを確認

アンカー
ボルト

・特記仕様書に、「ｱﾝｶｰの埋込み深
さは内径の11倍以上」と記載
Ｍ16 内径Ｄ（13.835ｍｍ）× 11

＝152.19 ｍｍ
(内径の値は、JIS B 0205-1973より)

0～＋3ｍｍ(R-16)(設計長の98%以上)

接着剤付着長 日常管理試験で充填が十
分であることを全数確認

接着剤が孔の口元まで
あることを全数確認

接着剤の撹拌 「配合，可使時間， 「過剰撹拌に留意」との

・施工計画書に、記載はない。
・施工記録は、確認出来ていない。

撹拌方法に留意」と
の記述

記述

引抜き試験 ・トンネル延長１００ｍ
当たり３本と特記仕様

・基準試験※２

（施工前1回３本以上）
・非破壊試験（設計荷重
相当で抜け出しがないこ当たり３本と特記仕様

書に規定
・試験結果は

残っていない

（施工前1回３本以上）
・定期管理試験※３

（３００本に１回）(引き抜き
耐力≧設計耐力)

相当で抜け出しがないこ
とを確認）
・破壊試験

打設箇所の 健全性の確認 覆工コンクリートの調査、補修に関
する記載なし

記載なし ひび割れ等を有する
ンクリ トは処置

打設箇所の
コンクリート

する記載なし コンクリートは処置
する

その他
管理値は所定の様式に記
録(管理様式-3101～3103)

管理値は施工確認シー
トに記録
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※１日常管理試験 : 施工されたアンカーが所定の品質を満足するかを確認するために、アンカーの施工日毎に目視、打検などにより、
全数および抜き取りでアンカーボルト長さ試験を実施すること

※２基準試験 : 使用する材料および試験方法により、アンカーが所定の品質を満足することを目的に、施工開始前に行う試験
※３定期管理試験 :  施工されたアンカーが所定の品質を満足するかを確認するために、定期的に抜き取り実施する試験


